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図版
番号 登録番号 種別 器形 出土地点 法量（cm） 外面調整・付着物等 内面調整・付着物等 写真…

図版

37-1 F-115 瓦 丸瓦 SI2359 1 層 最大長：11.5　最大幅：9.0 凹面：粘土紐痕　布目痕　凸面：縄叩き→ナデ（縦方向）
側面・狭端面：ヘラケズリ 10-8

37-2 C-1188 土師器 甕 P1 １層 口径：-　底径：7.3　器高：- 体部：ハケメ　指ナデ　
底部：木葉痕 ヘラナデ　輪積痕 10-9

37-3 C-1191 土師器 高坏 調査区　Ⅲ層上面 器高：-　脚部幅：4.4 ～ 5.5 ヘラナデ ヘラミガキ　ヘラナデ　黒色処理

37-4 C-1193 土師器 甕 調査区 Ⅲ層上面 口径：-　底径：（7.6）　器高：- ヘラナデ（摩滅）
底部：ヘラナデ（摩滅） ヘラナデ

37-5 C-1190 土師器 壺 調査区 Ⅲ層上面 口径：- 　底径：-　器高：- 体部：ハケメ　
頸部：ヨコナデ　漆付着

輪積→指オサエ
頸部：ヨコナデ　漆付着 10-13

37-6 C-1192 土師器 坏 or 高坏 調査区 Ⅲ層上面 口径：（12.6）　底径：-　器高：- 口縁部：ヨコナデ（摩滅）
ヘラナデ（摩滅）

ヘラミガキ→ヘラナデ　（摩滅）
黒色処理 10-10

37-7 C-1195 土師器 甕 調査区 口径：-　底径：（7.5）　器高：- ヘラナデ　底面：木葉痕 ヘラナデ
37-8 C-1196 土師器 甕 北側擁壁 口径：-　底径：（7.5）　器高：- ヘラナデ ナデ 10-12

37-9 C-1194 土師器 甕 調査区 口径：-　底径：5.6　器高：- ハケメ→ヘラナデ（摩滅著しい）
底部：ヘラナデ ヘラナデ（摩滅著しい） 10-11

37-10 E-593 須恵器 壺 調査区 Ⅲ層上面 口径：-　底径：（5.6）　器高：- ロクロナデ→カキメ→沈線 ロクロナデ 10-14
37-11 G-161 瓦 平瓦 調査区 Ⅲ層上面 最大長：（5.6）　最大幅：（8.4） 凹面：布目痕（摩滅）　凸面：摩滅著しい　側面：ヘラケズリ

37-12 G-163 瓦 平瓦 調査区 最大長：（8.0）　最大幅：（10.0） 凹面：布目痕　ヘラケズリ　模骨痕
凸面：ナデ→端部ヘラケズリ　布目痕　　側面：ヘラケズリ 10-15

37-13 P-71 土製品 羽口 調査区 残存長：3.8　残存幅：3.5　孔径：（3.2）被熱　溶解物付着
37-14 K-357 礫器 磨石 調査区 最大長：11.0　最大幅：8.5　厚さ：5.4 ３面磨　敲打痕

SI2359

SI2358
SA2357 SK2355 SK2354

SI2356

５．まとめ
　今回の調査区からは 2 基の土坑と 1 条の材木列、3 軒の竪穴住居跡が検出された。各遺構の重複関係や時期差に

ついては以下の通りである。ただし、並列して表記した遺構は、必ずしも同時期を示すものではない。　

須恵器、瓦、羽口などである。また北側の擁壁工事立会いの際にも土師器の甕が出土している。今回はこの内土師

器の坏、高坏、甕などを 7 点、須恵器の壺 1 点、平瓦 2 点、羽口 1 点、磨石 1 点を図示する。

（1）SA2357 材木列について

　SA2357 材木列は、方位が W-31°-N であることからⅠ期官衙の内部区画の材木列で第 99 次調査の際に見つかっ

たⅠ期官衙西辺の材木列に直交するものと考えられる。これまでⅠ期官衙西側で内部を区画する材木列で北西−南

東方向のものは、第 232 次調査で確認されているが（第 38 図）、この並びのものはこれまでに発見されておらず、

新たに発見された区画施設である。ちなみに第 232 次調査の際に見つかった材木列から、今回の SA2357 材木列の

距離は直線で約 102 ｍを測る。また SA2357 材木列の最上層は抜取り層であり、時期は不明であるが最終的には柱

を切り取られ全面的に改変を受けたものと考えられる。

（2）竪穴住居跡について

　第 258 次調査で見つかった竪穴住居跡からは、比較的多くの遺物が出土したが、大部分が床面よりも上層の堆積

土中からの出土である。しかし SI2358 竪穴住居跡が SA2357 材木列より古い、また最も新しい SI2356 竪穴住居跡

の出土遺物の様相から、いずれもⅠ期官衙の時期であると考えられる。

（3）出土遺物について

　今回出土した遺物の中で特徴的なことは、住居跡から坏などの饗膳具が少なく、壺・甕類などが比較的数多く

出土したことや、瓦も一定数出土したことである。土師器の甕に関しては SI2358 竪穴住居跡と調査区検出面か

ら、体部にハケを残し、漆が内外面に付着した小型の壺が合計で 3 点（C-1186・第 34 図 1、C-1197・第 34 図 2、

C-1190・第 37 図 5）出土している。また砥石として再利用された坏（C-1177・第 27 図 1）も SI2356 竪穴住居跡か

ら出土している。

　須恵器も坏類が少なく、壺や、甕、鉢などが出土している。その中で SI2356 竪穴住居跡の堆積土中から出土し

た鉢（E-588・第 27 図 10）は小型で、コップ形を呈している。SI2356 竪穴住居跡からは捏鉢（E-587・第 27 図 12）

第３章　郡山遺跡の調査
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図示範囲図示範囲

第 38 図　郡山遺跡第 258 次調査区周辺の遺構

の底部も出土している。Ⅲ層上面から出土した壺（E-593・第 37 図 10）は、焼成はやや酸化炎色を呈するが胎土

が精良で、体部のほぼ全面に細かなカキ目が施された後に沈線が 2 条施されている。全体の器形は不明だが、金

属器を模倣したものである可能性がある。調整はやや異なるが、同じく沈線を施し器形と胎土が類似するものは、

SI2358 竪穴住居跡からも出土している。（E59・第 34 図 4）

　瓦は 3 軒の竪穴住居跡のいずれからも出土している。平瓦は大部分は細片であったが、凸面、側面、凹面の一部

を砥石として二次利用した痕跡が見られる資料が 4 点（G-154・第 28 図 13、G-15・第 28 図 14、G-160・第 34 図 5、

G-159・第 34 図 6）出土している。これ以外にも、調査区内からは鞴の羽口や磨石が、SI2356、2358 竪穴住居跡な

どから出土している。

このように今回の調査区からは竪穴住居跡を中心に数多くの遺物が出土したが、一般的な住居跡とはやや様相が異

なる遺物群が出土しているように窺える。しかし今回の調査は遺構の部分的な調査であることから、詳細について

は、今後さらに検討を重ねていきたい。
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3．SA2357 土層断面（H-H'・北西から）

2．SA2357 柱痕跡検出状況（北西から） 4．SA2357 土層断面（I-I'・北西から）

1．調査区全景遺構検出状況出土状況（東から）

写真図版 7　第 258 次調査区（1）

第３章　郡山遺跡の調査
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7．調査区北壁・SA2357 土層断面（南から） 8．調査区南壁・P8・SI2356 土層断面（北から）

1．P1 土層断面・遺物出土状況（北東から）

4．SI2356 床面完掘状況（北東から）

2．SK2354 土層断面・底面柱痕跡検出状況（東から）

6．調査区全景遺構完掘状況（東から）

3．SI2356・2359 土層断面（西から）

5．SI2358 床面完掘・掘方検出状況（南から）

写真図版 8　第 258 次調査区（2）

第３章　郡山遺跡の調査
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写真図版 9　第 258 次調査出土遺物（1）
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写真図版 10　第 258 次調査区出土遺物（2）
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第 4 章　総括

第 4 章　総括
Ⅰ．荒井南遺跡第 3 次調査
　約 2,000 年前の津波堆積物に覆われた水田跡 1 面を検出した。また、それ以降に堆積した植物遺存体主体層を母

材とする水田跡１面が存在する可能性がある。

　津波堆積物より新しい水田跡の痕跡である可能性があるものには、基本層 2 層上面で検出した擬似畦畔Ｂがある。

擬似畦畔は津波堆積物を数㎝幅の植物遺存体層が挟むように延び、4 条を検出した。今回の調査では、区画の規模

や耕作土を明らかにすることはできなかった。出土遺物もなく、その時期は不明である。

　3 層水田跡は津波堆積物とみられる砂層に覆われており、過去の本遺跡や沓形遺跡の調査成果と同様に約 2,000 年

前の津波により廃絶したと考えられる。今回の調査では大畦畔 2 条と小畦畔 2 条で区画された水田跡が検出された。

また、大畦畔 2 直下の基本層 3b 層上面では畦畔と方向を同じくする溝状に延びる遺構を検出した。この溝状の窪

みには水田耕作土である基本層 3a 層が堆積し、底面には起伏が認められた。第 1 次調査 5 区でも類似した遺構が

検出され、大畦畔に生育していた植物の影響の可能性が指摘されている。

　遺物は、3 層水田跡大畦畔 2 上面で弥生土器の小破片が一定の範囲から数点出土した。器種はいずれも壺である。

その特徴から弥生時代中期の桝形囲式と考えられる。したがって、3 層水田跡は、層位的関係や出土遺物から弥生

時代中期の水田跡と判断される。

Ⅱ．今泉遺跡第 12 次調査
　今回確認された SD1 溝跡は、年代は不明であるものの規模からすると堀跡である可能性がある。調査区の南側

には今泉城の中心となる曲輪が位置しているが、SD1 溝跡はその外堀のさらに外側に位置することとなる。なお、

今回の調査区から北東に約 70 ｍ離れた平成 20 年の確認調査（H20‐44）でも南北方向の規模の大きな SD2 溝跡（深

さ 1.5 ｍ）が確認されており、このことからも、中心となる曲輪の北側に別の区画が存在した可能性があり、今回

の SD1 溝跡はその区画を形成する堀跡である可能性が考えられる。

Ⅲ．郡山遺跡第 258 次調査
　竪穴住居跡 3 軒と材木列 1 条、土坑 2 基、ピット 9 基が調査された。材木列は方位が W-31°-N の北西－南東方

向であることからⅠ期官衙に伴うものであり、これまでに知られていない並びの内部区画施設が存在することが今

回新たに判明した。

　竪穴住居跡からは土師器を中心に比較的多くの遺物が出土したが、瓦も一定量出土した。瓦の一部は砥石として

転用されており、また竪穴住居跡からは鉄滓や羽口なども出土したことから、近隣に鍛冶に伴う遺構が存在してい

た可能性がある。竪穴住居跡は切り合い関係や出土遺物から、いずれもⅠ期官衙の時期のものであると考えられる。

また竪穴住居跡と調査区一括出土資料の中に、体部に沈線とカキ目を施した、金属器の壺を模倣したと見られる須

恵器の破片が 2 点出土した。



■

40

報告書抄録　

ふ り が な あらいみなみいせきほか
書 名 荒井南遺跡ほか
副 書 名 発掘調査報告書
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所収遺跡名
所在地 コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因市町村 遺跡番号
種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

要約

荒井南遺跡
（3 次）

仙台市若林区荒井字遠藤西 4100 01571 38°14’ 19” 140°56’ 32” ‘2015.2.16’
2015.3.27 286.2㎡ 記録保存

(復興公営住宅新築）
水田跡 弥生 水田跡 弥生土器

約 2000 年前の津波堆積物に覆われた弥生時代中期の水田跡 1 面、および時期不明の水田跡 1 面を検出した。

今泉遺跡
（12 次）

仙台市若林区今泉二丁目 4100 01235 38°12' 41" 140°55' 42" 2015.9.14 28.8㎡ 記録保存
( 宅地造成工事）

集落跡・城館跡・包含地 縄文～近世 溝跡 遺物なし
堀跡想定範囲の北辺外側で溝跡を 1 条検出した。中心の曲輪とは別区画の堀である可能性がある。

郡山遺跡
（258 次）

仙台市太白区郡山二丁目 4100 01003 38°13' 21" 140°53' 25" ‘2015.8.24
'2015.9.16 36.0㎡ 記録保存

( 擁壁設置・道路延長）
官衙跡・寺院跡・包含地 縄文～中世 竪穴住居跡・材木列・

土坑 土師器・須恵器・瓦
竪穴住居跡 3 軒・材木列 1 条・土坑 2 基・ピット 9 基を検出した。遺物は土師器・須恵器・瓦・石製品などが出土した。
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